
（添付ファイル 第8号様式）

（単位：百万円）

総事業費 進捗率

工事費 進捗率

目標年 用地費 進捗率

S47 28,150 47.0%

～ 16,541 43.0%

【事業目的】
志登茂川沿川の浸水被害防
止を目的とした築堤工、河床
掘削、護岸工等の施工によ
る河川改修を行い、流下能
力を増大させ、治水安全度
の向上を図ることが事業の
目的です。

H45 11,609 54.0%

・毛無川合流点から
近鉄名古屋線までは
概ね護岸及び堤防が
完成しています。
・県道草生窪田津線
より上流は護岸が概
ね完成しています。
・現在、江戸橋の整
備に着手しています。

（周辺環境の変化）
・下流部は近鉄江戸橋駅を
中心に市街地が形成され
ています。依然として、治水
対策の必要性が高い状況
です。
・近年では、平成16年9月に
約350戸の家屋浸水被害が
発生しました。

①B/C＝16.52
全評価期間の費用・便益に
ついて社会的割引率を用
いて、現在価値化した結
果、便益・費用とも増となっ
たが、投資済みの費用が
多いことから、総費用の増
大が著しいため、費用便益
比が減少しました。
②発生土を築堤工事に有
効利用し、建設副産物の発
生抑制に努めます。また、
護岸材料、工法の新技術
の活用等により、コスト縮
減ができるように努めま
す。
③「遊水地・調整池案」「放
水路案」とも新たな広大な
用地の取得や、補償が困
難です。また、「放水路案」
は、鉄道、幹線道路を横断
することから公共交通に影
響が生じます。

治水安全性の早期向上の
ため、継続して事業の推進
を図ります。
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今後の事業の見通し

事

業

名

番

号

費用対便益分析結果・コス
ト縮減の可能性・代替案の

検討 等

箇

所

名

再
評
価
の
理
由

全体事業概要と目的

市

町

名

事業を巡る社会経済状況
等の動向事業進捗内容

平成25年度三重県公共事業再評価箇所一覧表（県事業）

事業進捗状況

採択年

津
市

③

【全体事業概要】
延長6,407ｍ（志登茂川）、
1,463ｍ（横川）
①築堤 11,960ｍ ②掘削
692,560ｍ3 ③護岸 11,160
ｍ ④樋門・樋管 ３基 ⑤
橋梁 ２０橋
⑥用地補償費 １式

注：再評価理由
①事業採択後５年間を経過した時点で未着工の事業
②事業採択後一定期間を経過した時点で継続中の事業
③再評価実施後一定期間が経過している事業
④社会経済情勢の急激な変化等により再評価を実施する必要が生じた事業



（添付ファイル 第8号様式）

（単位：百万円）

総事業費 進捗率

工事費 進捗率

目標年 用地費 進捗率

今後の事業の見通し

事

業

名

番

号

費用対便益分析結果・コス
ト縮減の可能性・代替案の

検討 等

箇

所

名

再
評
価
の
理
由

全体事業概要と目的

市

町

名

事業を巡る社会経済状況
等の動向事業進捗内容

平成25年度三重県公共事業再評価箇所一覧表（県事業）

事業進捗状況

採択年

H15 11,356 18.5%

～ 5,407 7.0%

【事業目的】
安濃川、岩田川沿川の浸水
被害防止を目的として、河床
掘削、護岸整備等の施工に
よる河川改修を行い、流下
能力を増大させ、治水安全
度の向上を図ります。

H44 5,949 11.0%

（周辺環境の変化）
・安濃川、岩田川は津市の
中心市街地を貫流してお
り、依然として治水事業の
必要性は高い状況です。
・中上流部に伊勢自動車道
津インターチェンジや国道
23号（中勢バイパス）があり
ます。また、中勢バイパス
東側にあります「メッセ・ウ
イング三重」の隣に津市屋
内スポーツ施設が計画され
ています。
・平成24年2月の「津市・住
民意識調査」では、「災害に
強いまちの推進」が最も重
要度が高い評価になってい
ます。
・昭和49年7月の集中豪雨
では、津市内で4万人を越
える被災者、12,500戸を越
える家屋が浸水し、そのう
ち、安濃川・岩田川流域で
は、5,000戸を越える家屋が
浸水しました。

①B/C= 38.50
全評価期間の費用・便益に
ついて社会的割引率を用
いて現在価値化した結果、
便益、費用とも増となった
が、資産増に伴う便益の増
加が大きく、Ｂ／Ｃが増加し
ました。

②発生土を有効利用し、建
設副産物の発生抑制に努
めます。また、護岸材料、
工法の新技術等の活用に
より、コスト縮減に努めま
す。

③安濃川河川整備基本方
針策定時に河道改修、ダ
ム、遊水池について比較検
討した結果、経済性等の観
点から、遊水池と河道改修
の組合せが、最も有利と判
断しています。

このうち、河川整備計画
では、河道改修を行うもの
であり、これまで進めてきた
改修とも整合していること
から、現行の河道改修が妥
当と考えます。

岩田川の整備完了後、三
泗川及び安濃川へと順次
整備を進めていきます。

③

【全体事業概要】
全体事業費 11,356百万円
計画延長
L=11,100m(安濃川)
L=6,300m(岩田川)
L=1,100m(三泗川)
・河道掘削 V=1,046,400m3
・築堤 V=21,620m3
・護岸 L=13,260m
・橋梁 6橋
・用地補償費 1式

【実施事業内容】
・築堤 L＝442m
・河道掘削

V＝5,100m3
・護岸 L＝602m
・橋梁 2橋
・用地補償 1式

【以降事業内容】
・築堤 L＝21,178m
・河道掘削

V＝1,041,300m3
・護岸 L＝12,658m
・橋梁 4橋
・用地補償 1式広
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注：再評価理由
①事業採択後５年間を経過した時点で未着工の事業
②事業採択後一定期間を経過した時点で継続中の事業
③再評価実施後一定期間が経過している事業
④社会経済情勢の急激な変化等により再評価を実施する必要が生じた事業



（添付ファイル 第8号様式）

（単位：百万円）

総事業費 進捗率

工事費 進捗率

目標年 用地費 進捗率

今後の事業の見通し

事

業

名

番

号

費用対便益分析結果・コス
ト縮減の可能性・代替案の

検討 等

箇

所

名

再
評
価
の
理
由

全体事業概要と目的

市

町

名

事業を巡る社会経済状況
等の動向事業進捗内容

平成25年度三重県公共事業再評価箇所一覧表（県事業）

事業進捗状況

採択年

H20 2,005 25%

～ 1,064 16%

【事業目的】
河道拡幅、築堤、河床掘削、
ネック点となっている橋梁の
架替等により流下能力を確
保し治水安全度の向上を図
る。 H49 941 35%

・市道三渡橋周辺の
河川改修を進めてお
り、下部工（左岸橋
台）が完成していま
す。

③

【全体事業概要】
全体延長 L=1,600m
計画流量 Q=380m3/s

築堤工 V=8,266m3
掘削工 V=54,321m3
護岸工 L=1,330m
橋梁 1橋
用地補償 1式
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（周辺環境の変化）
・三渡川流域では、交通
網・物流網が集中してお
り、沿川には市街地が形成
されています。依然として、
治水対策の必要性が高い
状況です。
・近年では、平成16年9月に
45戸の家屋浸水被害が発
生しました。

①B/C＝26.95
全評価期間の費用・便益に
ついて社会的割引率を用
いて、現在価値化した結
果、資産の減少に加え、費
用が増加したことから、費
用便益比が減少しました。
②引堤工事に伴い発生す
る土砂を堤防盛土等に利
用することでコスト縮減に
努める。また、架替を実施
する市道三渡橋は経済比
較を行い、最適な工法を採
用している。
③「ダム案」ダムの適地は
ありません。「遊水地・調整
池案」新たな広大な用地の
取得や補償が困難です。

治水安全性の早期向上の
ため、継続して事業の推進
を図ります。

平成４９年度の整備完成を
目標として、ネック点となっ
ている市道橋三渡橋を架
替えた後に引堤による河道
拡幅を順次進めます。

注：再評価理由
①事業採択後５年間を経過した時点で未着工の事業
②事業採択後一定期間を経過した時点で継続中の事業
③再評価実施後一定期間が経過している事業
④社会経済情勢の急激な変化等により再評価を実施する必要が生じた事業



（添付ファイル 第8号様式）

（単位：百万円）

総事業費 進捗率

工事費 進捗率

目標年 用地費 進捗率

今後の事業の見通し

事

業

名

番

号

費用対便益分析結果・コス
ト縮減の可能性・代替案の

検討 等

箇

所

名

再
評
価
の
理
由

全体事業概要と目的

市

町

名

事業を巡る社会経済状況
等の動向事業進捗内容

平成25年度三重県公共事業再評価箇所一覧表（県事業）

事業進捗状況

採択年

H20 3,945 35%

～ 3,222 43%

【事業目的】
河道拡幅及び河床掘削、
ネック点となっている水門改
築、橋梁架替等により流下
能力を確保し、治水安全度
の向上を図る。

H49 723 0%

（周辺環境の変化）
・百々川流域では、前回整
備計画策定時以降から大
きな変化はありません。沿
川には市街地が形成され
ており、依然として、治水対
策の必要性が高い状況で
す。
・近年では、平成5年11月に
集中豪雨により20戸、平成
12年9月の集中豪雨により
48戸、平成16年9月の台風
第21号により100戸の家屋
浸水被害が発生していま
す。

・防潮水門の改築工
事が完了していま
す。
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③

【全体事業概要】
全体延長 L=1,000m
計画流量 Q=120m3/s

築堤工 V=8,528m3
掘削工 V=20,910m3
護岸工 L=1,971m
水門 1基
橋梁 2橋
用地補償 1式

①Ｂ／Ｃ＝1.85
全評価期間の費用・便益に
ついて社会的割引率を用
いて、現在価値化した結
果、資産の減少に加え、費
用が増加したことから、費
用便益比が減少した。
②引堤工事に伴い発生す
る土砂を堤防盛土等に利
用するこでコスト縮減に努
める。また、水門のゲート
形式について経済比較を
行い、最適な工法を採用し
ています。
③「ダム案」ダムの適地は
ありません。「遊水地・調整
池案」新たな広大な用地の
取得や補償が困難です。

治水安全性の早期向上の
ため、継続して事業の推進
を図ります。

平成49年度の整備完了を
目標としてネック点となって
いる松ヶ崎橋を架替えた後
に、上流へ河道拡幅を順次
進めます。

注：再評価理由
①事業採択後５年間を経過した時点で未着工の事業
②事業採択後一定期間を経過した時点で継続中の事業
③再評価実施後一定期間が経過している事業
④社会経済情勢の急激な変化等により再評価を実施する必要が生じた事業



（添付ファイル 第8号様式）

（単位：百万円）

総事業費 進捗率

工事費 進捗率

目標年 用地費 進捗率

今後の事業の見通し

事

業

名

番

号

費用対便益分析結果・コス
ト縮減の可能性・代替案の

検討 等

箇

所

名

再
評
価
の
理
由

全体事業概要と目的

市

町

名

事業を巡る社会経済状況
等の動向事業進捗内容

平成25年度三重県公共事業再評価箇所一覧表（県事業）

事業進捗状況

採択年

S24 13,621 58.0%

～ 11,342 55.6%

【事業目的】
五十鈴川沿川の浸水被害

防止を目的に掘削工及び築
堤護岸工等の改修により流
下能力を確保し、治水安全
度の向上を図ります。 H46 2,279 69.8%

治水安全性の早期向上の
ため、継続して事業の推進
を図ります。

当面は、楠部工区の整備を
進め、平成46年度末の完
成を目標に整備を進めてい
きます。

③

【実施事業内容】
・築堤工 Ｌ＝17,480m
・掘削工

Ｖ＝200,000m3
・護岸工 Ｌ＝24,130m
・橋梁工 15橋
・樋門樋管 25基
・堰 7基
・用地補償 1式

【以降事業内容】
・築堤工 Ｌ＝3,920m
・掘削工

Ｖ＝212,000m3
・護岸工 Ｌ＝3,880m
・橋梁工 2橋
・樋門樋管 7基
・堰 2基
・用地補償 1式

(周辺環境の変化)
・流域には、この地方の根
幹をなす交通網の拠点が
あり、この地域の社会・経
済・文化の基盤をなしてい
ます。
・上流には伊勢神宮があ
り、豊かな自然環境が残
り、神宮を中心として観光
客が多数訪れ、第６２回式
年遷宮に向けての増加も
期待されています。

①B/C＝1.46
②河床掘削等による発生
土の有効利用や、護岸材
料・工法の新技術の活用等
によりコスト縮減ができるよ
う検討します。
③「ダム案」ダムの適地は
ありません。「遊水地・調整
池案」新たな広大な用地の
取得や補償が困難です。

【全体事業概要】
全体事業費 13,621百万円
計画延長 Ｌ＝13,210m
・築堤工 Ｌ＝21,400m
・掘削工 Ｖ＝412,000m3
・護岸工 Ｌ＝28,010m
・橋梁工 17橋
・樋門樋管 32基
・堰 9基
・用地補償費 1式

河
川
事
業
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注：再評価理由
①事業採択後５年間を経過した時点で未着工の事業
②事業採択後一定期間を経過した時点で継続中の事業
③再評価実施後一定期間が経過している事業
④社会経済情勢の急激な変化等により再評価を実施する必要が生じた事業



（添付ファイル 第8号様式）

（単位：百万円）

総事業費 進捗率

工事費 進捗率

目標年 用地費 進捗率

今後の事業の見通し

事

業

名

番

号

費用対便益分析結果・コス
ト縮減の可能性・代替案の

検討 等

箇

所

名

再
評
価
の
理
由

全体事業概要と目的

市

町

名

事業を巡る社会経済状況
等の動向事業進捗内容

平成25年度三重県公共事業再評価箇所一覧表（県事業）

事業進捗状況

採択年

H6
5,325 46.9%

～ 3,468 29.2%

【事業目的】
桧尻川沿川の浸水被害防

止を目的に築堤・護岸工等
の改修により流下能力を確
保し、治水安全度の向上を
図ります。 H40 1,857 80.1%

①B/C＝7.64
②河床掘削等による発生
土を近隣の他事業に流用
する等検討、また、護岸材
料、工法の新技術の活用
等によりコスト縮減ができる
よう検討します。
③「ダム案」ダムの適地は
ありません。「遊水地・調整
池案」新たな広大な用地の
取得や補償が困難です。

治水安全性の早期向上の
ため、継続して事業の推進
を図ります。

上流右岸の工事着手に向
けて用地買収を進め、平成
40年度末の完成を目標に
整備を進めていきます。

(周辺環境の変化)
・桧尻川の沿川は住宅が集
中し、隣接の工場跡地に大
型商業店舗が進出するとと
もに、災害医療拠点である
伊勢赤十字病院が整備さ
れています。
・近年ではH24年に国道と
県道を結ぶ伊勢南北幹線
道路も完成しています。
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③

【実施事業内容】
・護岸工 Ｌ＝992m
・橋梁工 3橋
・用地補償 1式

【以降事業内容】
・築堤工 Ｌ＝160m
・掘削工

Ｖ＝84,000m3
・護岸工 Ｌ＝2,334m
・橋梁工 4橋
・用地補償 1式

【全体事業概要】
全体事業費 5,325百万円
計画延長 Ｌ＝1,660m
・築堤工 Ｌ＝160m
・掘削工

Ｖ＝84,000m3
・護岸工 Ｌ＝3,326m
・橋梁工 7橋
・用地補償 1式

河
川
事
業
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注：再評価理由
①事業採択後５年間を経過した時点で未着工の事業
②事業採択後一定期間を経過した時点で継続中の事業
③再評価実施後一定期間が経過している事業
④社会経済情勢の急激な変化等により再評価を実施する必要が生じた事業



（添付ファイル 第8号様式）

（単位：百万円）

総事業費 進捗率

工事費 進捗率

目標年 用地費 進捗率

今後の事業の見通し

事

業

名

番

号

費用対便益分析結果・コス
ト縮減の可能性・代替案の

検討 等

箇

所

名

再
評
価
の
理
由

全体事業概要と目的

市

町

名

事業を巡る社会経済状況
等の動向事業進捗内容

平成25年度三重県公共事業再評価箇所一覧表（県事業）

事業進捗状況

採択年

S54
7,209 78.0%

～ 6,420 78.4%

【事業目的】
大内山川沿川の浸水被害

防止を目的に掘削及び築堤
護岸工等の改修により流下
能力を確保し、治水安全度
の向上を図ります。 H35 789 74.5%

【全体事業概要】
全体事業費 7,209百万円
計画延長 Ｌ＝22,700m
・築堤工 Ｌ＝7,937m
・掘削工

Ｖ＝1,111,800m3
・護岸工 Ｌ＝16,463m
・橋梁工 10橋
・堰 1基
・用地補償 1式

【実施事業内容】
・築堤工 Ｌ＝5,600m
・掘削工

Ｖ＝299,000m3
・護岸工 Ｌ＝11,851m
・橋梁工 6橋
・用地補償 1式

【以降事業内容】
・築堤工 Ｌ＝2,337m
・掘削工

Ｖ＝812,800m3
・護岸工 Ｌ＝4,612m
・橋梁工 4橋
・堰 1基
・用地補償 1式

(周辺環境の変化)
・紀勢自動車道は、平成平
成25年3月24日に紀勢大内
山ICから紀伊長島IC間が
開通し、紀伊長島から海山
ICまでの延伸工事が行わ
れており、平成25年度中に
開通する予定です。

①B/C＝1.48
②河床掘削等による発生
土を近隣の他事業に流用
する等によりコスト縮減が
できるよう検討します。
③「ダム案」ダムの適地は
ありません。「遊水地・調整
池案」新たな広大な用地の
取得や補償が困難です。

治水安全性の早期向上の
ため、継続して事業の推進
を図ります。

平成35年度の整備完了を
目標として、崎工区の整備
完了後、順次、上流の車瀬
工区の整備を進めます。

河
川
事
業
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一
級
河
川
大
内
山
川

広
域
河
川
改
修
事
業

大
紀
町

③

注：再評価理由
①事業採択後５年間を経過した時点で未着工の事業
②事業採択後一定期間を経過した時点で継続中の事業
③再評価実施後一定期間が経過している事業
④社会経済情勢の急激な変化等により再評価を実施する必要が生じた事業



（添付ファイル 第9号様式）

（単位：百万円）

完了年度 総事業費

当初 当初

最終 最終

【全体事業概要】
全体事業費:811百万円
対策工
・集水井工＋集水ボーリン
グ工＋排水ボーリング工：2
箇所
・横ボーリング工：6箇所
・アンカー工：3箇所
・抑止杭工：1箇所
・河川護岸工＋洗掘防止
工：1箇所
・水路工：1箇所

H15 1,040

【事業目的】
大規模な地すべりからの人
家や道路の保全、河川への
地すべり土塊流入防止など
を目的として、地すべり対策
事業を実施。

H20 811

アンケート結果の分析
 本事業の認知度は高
いが、事業箇所から離
れている地区では比較
的低い値であった。
 周辺住民の56%が、地
すべり対策工事により
安心感が向上したと評
価している。
 地すべり対策工事実
施後に地すべりの災害
が発生していないこと
や、道路や家が保全さ
れていることなどが、安
心感向上の主な理由と
なっている。
 安心感が向上したと
は思えない理由として、
「地すべり対策工事の効
果がわかりにくいため」
という意見が多かった。

・アンケート結果より、事
業対象地から離れてい
る地区では事業の認知
度が低いことがわかっ
た。地すべりの被害想
定区域は広範囲に及ぶ
ことから、情報提供を行
う際には広く周知してい
く必要がある。

・アンケート結果より、地
すべり対策工事の効果
がわかりにくいという意
見が多いことから、地す
べりの仕組みや対策工
の役割などを十分に説
明する必要がある。

・切土・盛土のような大
きな地形改変を伴う工
法は行わず、生態系等
の環境への影響を抑え
た。

・県道沿いに施工したア
ンカー工は、アンカー間
に植栽を行い景観に配
慮した。

地すべり土塊到達範囲
内にある町営の親水公
園宮リバー度会パーク
は、「三重県緊急輸送道
路ネットワーク計画」（平
成19年策定）において、
東海地震、東南海・南海
地震の活動・物資搬送
拠点に定められた。
このことから、計画策定
時と比べ、当地区での
地すべり対策の重要性
が高くなった。

平成２５年度三重県公共事業事後評価箇所一覧表（県事業）

全体事業概要と目的 事業の効果
採択年

度

H11

①対策後の斜面状況
工事完了後1年間の地
すべり変位観測の結
果、地すべり活動の収
束判断基準である累積
変位量6mm/年を下回
り、地すべり活動は収
束。
対策工の効果により斜
面は安定し、人家や県
道などが保全されてい
る。

②費用対効果
B/C＝1.12 ＞1.0

③その他の効果
・山地森林保全効果
・交通途絶による迂回損
失の防止（県道伊勢南
島線）
・波及的効果

事

業

名

番

号

砂
防
等
事
業

505

県民の意見 今後の課題
事業の環境面への配慮
及び事業による環境の

変化

事業を巡る社会経済情
勢等の変化

箇

所

名

市

町

名

神
薗
地
区

伊
勢
市


